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こどもは風の子

1 . こどもと病気

いままでこどもの健康度 を推定するのに 、その年令的

死亡曲線を画く 。近年の医学進歩によ って，小児の死亡

率は著しく低下したといわれる。と ころが，一方小児科

医は 、いまでも 患児の診療に忙 しい、医考がた りな い、

呑護蜻が足り ないといわれておる 。すなわち、死亡率

は減ったが， こどもの罹患率は一向に減 らないらしい

のである。 この現象をどう解釈するか、すなわち、熱

があるとか、せ きか出たり するこどもは、 以前よリち

っとも減らないか、死亡するような、重篤な病状を呈

する病気は少な いのである。

病気 (krank)とは 、ある病気の原因となる 刺激が個

体に加わリ 、それ らと 、個体 とのたたかし、であ り、こ

どもはこれらに対して 、或はせ きが出たり、吐いたり

する 。 この程度の軽〈かつ 、時間の短いもの、すなわ

ち、元にかえり易いものは、病気 (krank)といわず、

.. krii.nkl ich"というのである。 この krii.nklichは治療

を要せず、医者を要しない場合が多い。しかるに、人々

は、こ のkrii.nklichをkrankと考えてしまうのであ る。

この刺激性の反応krii.nklichは、人の年齢によ って大

いに変遷するのである 。そうし て人の体質（たち）に

よっても大いに変遷するのである 。 すなわち、乳幼児

では 、刺激に対する応答は強 く 、たと えば、皮 r~ の刺

激は容易に化膿ま ですすみ 、krankになるのである 。

ところが、こどもか年齢の長ず るに従 って 、発亦 、1蚤

痒の ような krii.nklichの現象に止まるも のが 多くなる

のである。 同じ年令の こどもでも過敏性体質のものと

そうでないものとでは異 り、過敏性のこどもは、刺激

に対しkrii.nklichの症状はおこし易いが、病状のひど

くなることは少いのである。すなわち「柳に風おれな

し」といわれる所以である 。 （右図参照）

人間の一生で、学齢期が生物学的生活力がいち ばん

九）H大学名菅教授

久留米大学名誉学長

医学博士 遠城 寺宗 徳

強く、 刺激に対する適応力、抵抗力 もも っともつよい

時期なのである 。 しかし、 kranklich (病気らしいも

の）もま た多い。学童の、 kranklichをはんとうの krank

にしてしまえば、学校の病人はふえて行〈ばかりであ

る。これ らの点は 、学校保健で大いに名えなければなら

ない問題である 。学童期は人生でもっとも死にに〈い時

期な のであ るか、「かぜ」はよ くひく 体質のものは 多い。

それで、小児科医にかかるものは多いが、訳篤な肺炎

などによるものはきわめて少い。そうして、もし肺炎

になっても、クルプ性肺炎と いわれ、予後のよいもの

が多いのである 。すなわち、学童期は諸種刺激に対し

て敏感である が 抵抗性、すな わち生物学的機能がつよ

い時期なのである 。

2 . こどもの病気と自律神経系

病気の原因を主としてその病原j社によるとした 、細

菌学的見解が、か って医学の潮流であ った。腸チフス

は腸チ7ス菌、赤痢は赤痢菌属により、ヂフテリ ーは

ヂフテリア菌によ って おこるものとした一原一病の名

え方であった。 しかるに、そ の後、特殊病原による特

殊器関のおかされた病状のはかに、発熱とか食欲不振

とか、 Wi痛等の非特定の一般症状があることか分 ったn

これらの赤痢やチフス 、ヂフテリー等のいろいろの病

年 齢 別 死 亡 と 適 応 力
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気に普遍的、共通な、いわ ゆる一 般症状は、それぞ

れ の病原によるも のではなく 、 自律神経系失調に

よる 一 般 症状なのである 。 病気における 二つの病像

-(1)特定器関の侵嬰による症状 （赤痢の大腸炎症状）

と(2)自律神経系失調による 一般症状 （不機様、発熱、

食欲不振等）はみな、 個体 と病原との抗争現象であリ 、

その戦況のはげしさ次第によリ、病像 は変って〈る の

である。 また、病原により 、こ どもの年齢や体質によ

って 、両者の症状がかわ ってくるのである 。

病気の原因はその種別が異 っても、たとえば、寒さ 、

封さ等の気象的変化にしても、細祐やピールス等の病

原にしても 、食物にしても、また、喜怒哀楽等の粘神

的変動にしても、こども のMl体にと っては、すべて刺

激な のである 。 これらに対して、個体かたたカ・しヽに負

けた場合に｀病気’＇と称せられる異変かおこるのである 。

そうして、そ の戦況には種々の程度があ って、病気と

いわれる程でな〈、日常生活にたいして枇苅ビのない.f'.,'

度の もの もある 。 これらのものを、 "krank" (病気）

に対し "kriinklich" (病気らしきも の） とし、う 。 こ

ども の いわゆる病気の中には 、私 どもは 、むし ろ •kra 

nkl ich"の方が "krank"よリも多いのではないかと思

って しヽる 。

しかも、現在の人々は、こ の "kriinklich"を"krank"

（病気）にしてしまうことが多いようにおもう 。 これ

では、医者や看護婦か何人あ ってもたりないのではな

し、カ・とおもう 。 "kranklich"すなわち、刺激に対する

反応を経て、これにたえて、人間は他康に長生きがで

きる のである 。

医学が進歩し、医薬か多くな って、また統計では人

の死亡率は年々低下しているのに、病人はち っとも滅

らず、開業の医者は忙しい、忙しい となげいておるの

は何故かとしヽうと、世の一般が、 "Kriinklichkei t"を

"Krankheit" にしてしまって、医院におしかけるか

らだと私たちはおもう 。

"咳ひとつしない健康’の こどもをと親たち は原hう。

それは無理なことである 。 「咳」は "kriinklich''の標

徴 （あらわれ）であ って、気管支炎の‘‘症状"ばかり

ではなし、のである 。

3 . こどもの健康法

病気をしない丈夫なこどもを育てるには一

病気に対する 抵抗性を養い、諸種刺激に対する 反応、

すなわち "kranklich"に対する適応力を調整するには

どうしたらよし、か。

健康は自ら創るものである。 ‘`風の子のたんれん‘’

よりはかによい方法はないとおもう 。 日本の育児では、

こどもは冷してはいけないという不文律があった。 こ

れはまちがいである 。か〈して、かぜをひきやすい弱

し、子ができた のである 。私は、こどもに、 一枚よItし、

殆せるより、一枚ぬがせることが日本では大切である

と、母さんたちにしヽっている 。ところが、ちかごろ；こ

どもは1乱の子の観念が誤解されて 、幼稚lなlや保育所な

どに行ってみると、登割するとすぐ裸（こして:(J:l,;il中裸の

まま生活をさせる教育をよ〈みるが、これ は行きすぎ

である。私たちの提唱する｀｀こどもは風の子,, の教育

は、ときどき裸にするその変化によ って、皮t,'fのたんれ

んを期待するのである 。おなじ意味で、幼稚li:tしなどの

暖iぅ｝の問題も名うべきで、こどもを、始終寒さに裳わ

せておるのは、もちろん他康のためによ〈ない。寒さ、

'¥if・ さの変化が刺激になるのである 。 これらの変動にた

えることが自律神経系の訓練になり、鍛錬になるので

ある。要するにこどもの他康法の根本は自律神経機能

の安定である 、そうして、自律神経系の安定をつよめ

るには、風の子の鍛錬によって、皮rMの適応性をはか

ることが肝腎で、ぬ〈ぬくと済せて大半にすることは、

こどもを弱くする 一方である。

4 . 夏眠冬練の説

従来、 一般の説としては、こどもを丈夫にするには、

夏、湘水浴や山登りで、こどもをきたえる 。 そうして 、

冬寒いときには、かぜをひかなしヽように 、暖か〈する

ことであ った。 これは全 く反対のことであって 、冬こ

そ、寒さにきたえる絶好のときなのである 。夏のむし

¥, い季節は、こ どもの自律神経系はそのはげしい¥,熱

のため、力を出し）さして 、その機能は疲弊しているの

である 。 この期に¥.・熱の中に運動をさせた り、からだ

を慟かしたりする ことは、自律神経系の機能の失調や

破綻をきたしやすいのである 。それで、冬は寒さによ

りJ抵抗を強め、夏はなるぺ〈涼〈して、必要以外の

体動を控えて、保護的育児をというのが、私の夏眠冬

線の説なのである 。すなわち、夏は涼し〈、冬は寒さ

にきたえるというのが、こ どもを強〈する育児の秘訣

である 。

親たちは、冬の寒さはむしょうに恐れ るが、夏の?t・

さのこどもへの影郭すなわち、料さ負けには案外頓済

しなしヽようである 。

5 . たんれんと年齢と体質
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こどもを鍛えるには、その年齢と体質を顧應する

ことが必要である 。一般的にいえば、乳幼児期は、

育児には保護的の分羅か多〈、年を加えるに随って、

たんれんの分蜀を増して ゆ〈ぺきてある 。 それで、

冷水摩擦、夏の海水浴は、 小学校の 11!:I年生以上、早

〈ても、 i/.tl4オ以上と、私は名えておる。 それ以上、

小学、中学校生や青年、i:I:年は、さらにつよい刺激で

鍛えてもよい。ところが、人間には老化現象という

のがある。 たれも、個人個人の別はあるが、年をと

れば、血管の硬化かおこる 。 こんな、硬くな った血

管に、たとえば、冷水によって、」fll菅の伸ぴ、縮ちい

みをする訓練をすると、血管がパンクすることがあ

る。 それて、冷水摩掠やことに冷水浴等は、青、 i:l:

年までで、 55-60オにもなれば、やめた方が安全で

ある 。 よく、風呂場なとで、熱湯から出て、威勢よ

〈水をかぷるお年寄リをみるか、あれこそ、 「年寄

1)の冷水で」あろう 。

また、こどもには、かせひき易しヽこどもとそうでな¥.,

こども、皮1¥'tのまけ易し、こども とそうでなしヽ こども と

かある 。刺激にあ って、反応しやすいこどもと案外平気

なこともとがある 。刺激に対し反応 しやすい こどもを

過敏性体質とし、う 。こんなこどもには、たんれんするに

当っても、なるべく漸進的にtl'tらしてゆくことが肝要

である 。

風の子のたんれんは、寒さ や 柑• さにきたえる、生

物学的練成のはかに、寒さにたえる粘神的訓線の効果

も期待する 。それで、こどもの冷水摩掠には、思うこと

成らず、とばしきにたえる耐乏の粘神を鼓舞する慈図

もあるのである 。

こども のいうものは、 何んでも与え られる 、甘える

子にしておし、ては弱いこどもになってしまう 。

（了）

幕張東小の自主的な体力づくり

1 . はじめに

本校は創立 8年になるが、校舎は迎れて落成 6年を

迎える新設校で、千葉市の東京寄りに位沼し、運動場

の北側には緑う っそうたる三大王神社を控え車公害も

少なく浄かな学習環境に位附してる学校である 。欲を

言え ば田んばの坪立地のため運動場か沈下して排水の

不良なこと、風当りのひどい土地であること程度であ

る。

学級数22、児童数 846名

昭和48年度干葉市研究推進校 体育

昭和49年度干築市研究指定校 体育

昭和50年度干築市研究指定校 体育

となり本年度は去る 11月7日あいに〈の雨にたたられ

たか、公開研究会を行 った。

千菓市立・対砂1文束小学校長

清古浩 市

2 . 本校の教育目標

「創造性に富み 、自主的に活動できる子」

「心身共に他康で意志の強いイ•」こんな子どもに育

てたいと念願しつつ 3年目迎える 。 「自主的に体力づ

くリを進める子どもに育てるための学習指j井は 、どの

ようにしたらよいか」—陸上運動の特性や系統をふ

まえた指沖の実際ー一

を主題として研究に励み、 週 3時間の授業では体力

の麻ま りはたかが知れてると名えられる ので、現存の

施設に次に記す施設を施し効果を挙げたと思う のて、

それを次に記して参名に供した〈思います。

3 . 本校の施設について

低鉄棒の増設
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興味のある遊具等は校舎を遠〈離れた位骰でも喜こ

んで活用するが、鉄怜等骨の折れる器具は遠〈に設置

すると、余り手を触れないで宝の持ち腐れに等し くな

るので、校舎近辺に20間増設した所活用率はおぴただ

しく、休み時間その他 いつでも之に親しみ、 懇垂力の

養成に沢すること大なるものがあったと信じます (49

年度）又同年東京電力より古い木の電柱をもらい受け

平均台とし之に冷装を施したところ喜こんで渡り歩き

平衝感覚の養成に資すること大なるものがあ ったと信

じます。又「高低えんばく」として縦に埋めて恰度渡っ

て歩ける場所に設置した所、非常に興味を持 って 、校

舎よ り遥か離れた位置にあるにも拘らず、之また喜 こ

んで跳ぴ渡り 活用する こと大、運動龍の増加を見まし

た。又之に色彩を今年度施した所一層の活用を見まし

tヽ
會一 o 

本校は田圃の埋立地のため、運動場が沈み雨の度に

水たまりが出来るので、この解消策 として隅の一番低

い地点に池を堀リ、校庭の水溜とし、之を 川 として流

して見たら 、川跳ぴ用 として、 水 を跳ぴ越し跳躍力の

養成に価値があ ったと思えるし、池の中にはコンクリ

ートで、 跳石として跳権力の養成をはか ったが之また

成功し、雨上がりにはぴょんぴ ょん跳んで遊ぴ跳躍力

が増したと思います (50年度）

次に古タイヤで、車の通路を作り之にカラフルな

務装を施したところ、明かるい色彩が運動場の面目を

一新すると共に之を渡り 、跳ぴ歩き跳t位力、平衝感覚

の養成に衣するも のがあったと 思いま す (50年度）こ

の序に径 2m余の古タイヤを 7個頂いたので、米俵豆

に梢み上げ之又色彩を施した所、中に入 ったり出たり、

いたずら半分と 跳躍力の養成に資し、体全体のパラン

スのとれる低学年向きの運動量か増大する教具とな っ

たと確信致し今後も、廃物利用に依り、各種の遊具を

作 って行きたいと考えてます。 (50年度）

又体育館にハードル等の跳ぴ方の模式的な写真を展

示したが、 知 らず知らず、感化を受けて効果が上がっ

たのではなかろうかと考えられます (50年度）

又図上のラインテープは48年度に作製し、いつでも

陸上運動に取り組める施設で、ライ ンを書〈手間のい

らな い点で利点が大で、且つ 150mの トラ ック をたる

木を埋めて、白ペン キを塗装して有るので、リレー等

には直ちにかけられる 利点か有り、冬季の干葉県一周マ

ラソンのかっ こうの施設となり、又走カテストにも 直
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4 . 千葉県一周マラソンの資料について

本校では毎年冬期に、早朝 （登校時）体力づく りの一環として マラソ ンを実施している 。下記に要項 を示す。

干葉県一周マラソン学年glj基準表

1 年 2 年 3 年 4 年 5 年

特 級 1 5 5周 1 5 6周 1年の甚準 1年の基準 1年の基準 千 築

1 1 4 9 1 5 0 の 2倍 の 3倍 の 5f音 五 井

2 1 3 7 1 3 8 富 津

3 1 2 0 1 2 0 館 山

4 1 0 2 1 0 2 用鳥 /II 

5 8 3 8 4 '呂

6 6 4 6 4 八日市場

7 4 1 4 2 佐 ＾ 居

8 2 0 2 0 柏

， 1 1 1 2 松 戸

10 6 6 船 橋

（小 トラック） （大トラ ック ,) 
＇ 葉

/
 ゚

＼
ジ

税

口

。

f

佐

a □

/
0/

。ロ

接役立ち 、自己の記録の向上につなが り良い施設と考

えられます。

以上の施設が本校の図上にのってますのでご覧願い

たし、と思しヽます。

さて今後の構想としては、 48年49年度で少しずつ高

くなった砂山を、砂の飛ばないように野芝で被い、階段

を付け、 上から網を付け てよじ登 ったり 、階段を駆け

登 り脚力 を養成 して、又山上に緑を梢 えつけて風致を

沿えた〈名えてます。又フィールドに芝を張りつめ 、

芝の感触 を味わせたいとも 名 えてます 。雑然とです が、

経過と今後の構想に触れて筆をおき、 最後に本校児

童の体カ一覧をのせ研究学校によ り多少 の妍強がはか

られたのではな いかと 記 しました。尚紙数の関係で、

食生活、縄跳ぴ進級、水泳の級等については割愛しま

す。

方法

〇 実際の距離を出し、 トラックー周の距離におき換えた。

〇 体力に応じてまわるか、 1日10回以上はまわらないよ うにした。
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5 . スポーツテストの結果から

イ 体力診断テスト

反復横と 垂直とぴ 背筋力 握 力 踏み 台 伏臥上体 立位体前

ぴ （点） (cm) (kg) (kg) 昇 降 そらし(cm) 屈.(cm) 

男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子

春

1 49 秋

士

年
50 

春 32.9 34.9 4.8 5.9 

差

春 29.6 31.8 5.9 7.9 

2 49 秋 40.1 39.7 8.4 8.1 

士 +10.5 +7.9 +2.5 • ト0.2

年 春 39.5 41.4 7 .1 9.8 
50 

差 +9.9 +9 6 + 1 .2 + 1.9 

春 35.2 35.3 7.5 11. 9 

3 49 秋 45.0 47.9 8.7 12.5 

士 +9.8 +12.5 + 1.2 +0.6 

年 春 49.3 49.3 7 .1 I I. 7 
50 

差 +14 .1 +14 .0 -0.4 -0.2 

4 春 48.9 50.S 9.0 11.3 

49 秋 51 2 49.8 8.4 10.5 

士 +2.3 ー0.7ー0.6 ー0.8

年 春 51.6 51. 7 8.2 12.0 
50 

差 +2. 7 + 1.2 -0.8 +0.7 

春 45.5 48.1 8.1 II.I 

5 49 秋 47.2 47.6 7.9 11.0 

士 + 1. 7 -0.5 ー0.2 ー0.1

春 34.9 34.3 29.9 28.5 51. 9 46.9 16.9 16.5 70.3 68.2 50.7 53.0 8.5 I 1.5 

年 50 差 +5.2 +4 9 -0.4 +0.4 

県 -1. 7 -0.3 -3.8 -2.1 -3.4 +4.2 -0.7 +0.4 +6.6 +6.5 +5.9 +6.5 -0.8 -0.1 
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春 35 32 28 25 32 

6 49 秋 37 34 29. 3 29.4 43 

士 +2 +2 +l 3 +4.4 +11 

春 37.7 36.6 32 33 63 

年 50 差 +2. 7 +4 6 +4.0 +s.o +31 

県 +2 1 + 1.6 +1.4 -1.1 -2.8 

これまでの特徴として 、柔軟性に欠けるとの反省か

全学年にみられた。そのため、 体育授業では備準運動

で、業間体育でも、学年に応 じてハンドパ ック ・ささ

ぶね ．にわとり歩き等をと りあげ、重点的にとり 扱 う

ようにしてきた。その結果、 他 に比べるとまだ劣って

いるか年ごとにその差は小 さくな ってきている 。 これ

は年ことの学年の能力差もある だろうか、指達のアン

パランスから〈 る落ち こみではなかったかと考える 。

ロ 運動能カテストの結果

5 0 m走 走 り巾 とぴ

（秒 ） (cm) 

男子 女子 男子 女子

春

1 49 秋

土

春 11.1 11.4 185 155 
年 50 

差

春 13.9 12.5 197 199.1 

2 49 秋 11.1 11.3 191.2 170.4 

士 +2.8 +l 2 -5.8 ー28.7

春 10.4 10.7 208 185 
年 50 

差 +3.5 +1.8 + 11 ー14.1

春 10. 9 10.7 218.5 210 3 

3 49 秋 10.4 11.2 215.4 208.2 

士 +0.5 -0.5 -3.1 +2.1 

春 10.0 10.3 248 229 
年 50 

差 +0.9 +0.4 +29.5 十18.7

22 

32 

+10 

55 

+33 

-0 9 

19 17 57 40 48 51 8.9 13.2 

,20 19.5 45 43 48 5 52.8 9.7 13.3 

+ 1 +2.5 -12 +3 +0.5 +1.8 +0.8 +0.1 

21.8 21. 2 68 61 57 52 8.6 11. 9 

+2.8 +4.2 +11 +21 +9 + 1 -0.3 -1.3 

+1.2 +1.8 -1.8 -2.8 +9 5 +1.2 -0.5 +0.3 

今後も 、継統して伸 ぴの様子を見ていきたい。

県との比較では、運動能カテスト程差は大きくない

が、いくらか下 回っていると ころかある 。 5年生では、

反復横とひの落ち こみ、 6年生では、背筋カ ・踏み台

昇降の落ちこみかみられる 。 これは、説明不足 ・illil定

誤差も考えられるが、学年ごと の指導の片寄りかある

のではないだろうか。 この点は今後検討を加 え、指＃

上考慮していきたい。

ソフトポー n斜けんすい ジグザクド 連続さか上

投げ (m) （回） リプル（秒） がリ （回）

男子 女子 男子 女子 男子 女子 男子 女子

8.6 5.6 1.4 2.0 

10 7.5 1.2 2.1 

11 6.6 2.9 3.6 

+l ー0.9 I+ 1 7 +1.5 

13 .4 7.2 3.3 3.9 

+3.4 -0.3 +2 1 + 1.8 

13.1 8.0 2.6 3.6 

17.0 9.1 2.4 3.5 

+3.9 +1.1 +0.2 -0.1 

20.3 10.8 2.9 3.9 

+7.2 +2 .8 +0.3 +0.3 
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春 9.7 10.l 239 214 

4 49 秋 9.6 10.0 249 221 

土 +0.1 +O. l +10 +7 

春 9.3 9.8 283 246 
年 50 

差 +0.4 +o 3 +44 +32 

春 9.8 9.7 288 8 249.4 

5 49 秋 9 .1 9.3 287.2 237.4 

士 +o 7 +0.4 -1.2 -12 

春 9.2 9.4 283.8 253.2 

年 50 斉’― 
+0.6 +0.3 -5.0 +3.8 

県 -1.0 -0.1 ー28.8ー23.9

春 9.0 9.7 297 265 

6 49 秋 9.0 9.4 279 256 

士

゜
+0.3 ー18 ー9

春 8.8 9.2 311 282 

年 50 差 +0.2 +o 5 + 14 +17 

県 -0.1 

゜
ー16.3ー13.3

49年の春 と秋、 49年の春 と50年の春を比べてみると 、

2・3の種目を除いて 、そ の伸ぴがみられる 。特に走

の伸 ぴ率は高〈 、平均 0.8短縮されているが、 2年生

の伸 ぴ率はきわめて大きい。これは、体育授業以外の

指；＃、あるいは、これまでの反省から測定法の共通理

解に努めたこと等が名えられる。

6 . 保健調査から

イ、昭和50年度体位集計より （本校と市平均の比較）

~~ 

身 (cm) 長 体

19 .1 10.3 4.6 5.1 

21. 7 14.3 5.2 4.9 

+2.6 +4 0 +0.6 —0 . 2 

25.3 11.8 -5.9 5.6 

+6.2 + 1.5 +J.3 +0.5 

24.3 13.4 4.0 5.0 

25.8 13.4 5.0 5.0 

+ 1.5 

゜
+1.0 

゜
29.9 16.5 33.1 30.1 19:2 22.4 4.6 5.0 

+5.6 +3.1 +0.6 

゜—0.8 +0.5 +1.4 +2.6 +3.6 —1. 3 +0.2 +0.7 

29 16 24 26 20.5 21. 9 4.4 4.5 

31 17 69 35 18.8 20.3 4.5 4.8 

+2 +l +45 +9 + 1.7 + 1.6 +O.l +0.3 

36 17 24 20 18.0 19.4 4.4 4.4 

+7 +l 

゜
-6 +2.5 +2.5 

゜
-0.1 

+2.3 ー1.8-9.7 ー6.6 ー1.9 ー1.6 ー0.4

゜
しかし、 5・6年を県平均と 比較してみると、残念

ながらまだまだ低い段階である 。特に跳 （走り 巾とぴ）

が落ちている。原因としては、走路 ・施設の不備・未

学習 ・段階指導の欠如などが考えられるので、今後、

力を入れて指＃してい〈必要がある。

(kg) 重 胸 (cm) 囲 座 (cm) 高

三 男 子・ 女 子 男 子 女 子 男 子 女 子 男 子 女 子

本 115.2 115.8 20.5 20.4 57.9 56.0 64.9 65.2 
1 年

市 115.7 114. 9 20.8 20.3 57.5 55.9 64.8 64.3 

本 121.1 119.6 23.0 21. 9 60.3 57.6 67.7 66.7 
2 年

市 121. 9 121.0 23.3 22.7 59.8 58.2 67.4 67.0 

本 126.8 124.7 25.9 25.7 63.2 60.6 69.8 70.0 
3 年

巾 126.7 125.7 25.6 25.2 61. 6 60.4 69.7 69.3 



10

4( 133.2 131.5 30.8 28.4 65.0 62.8 73.2 72.0 
4 年

市 131.8 132.1 28 8 28.7 64.2 62.8 72.0 72 .1 

本 137. 1 137.3 33.0 31.2 66.2 65.6 74.6 73.6 
5 年

叶—J 136.7 138.0 31.8 32 .1 66.7 65.8 73.8 74.7 

本 143.9 145.5 36.1 37.4 69.7 70.9 77.6 79.9 
6 年

廿J 142.7 144.6 35.5 37.2 68.8 69.8 76.6 78.3 

体位におい ては、学年によ って多少のは らつ きはあ 7 . おわりに

るか、市平均 とくらぺて大 きな差異はない。 ただし、

裔学年男イ・の本校平均は、市平均よりわずかなか らで 各師森料を のせ て見ましたか、何等かの参名 となる

も上回 っておリ、低学年男子の身長 ・体預は市平均よ かと思います。 と同時に公害防止のため緑化推進 を促

り、下回 っている 。 このことは、これから の本校の体 進 し50数本の樹木か父兄の善意に依，） f直樹 されたこ と

力づ くりによる体位向 I・に期待をもたせることてある 。 を感謝申し上けます。

＾ 
学校騒音とその影響調査の研究

北海道石狩郡当別町学校薬剤師

田 西 洋

協力者 北海道栄養短大附属裔校 教諭

秀

子
政

照
塚

村

藤

増
昭

子

弘

順
山

谷

小

森

のご参孝に供したい。

緒号

一 調査成績

ゴウゴウウオウオ、朝もやを つし、て、 3台 4台と車

か連なって 、町の中を通り抜ける、ここ当月lj町は札

幌か ら25kmの地点にある、石狩平野のど真中にあた

る純農村地帯である っ札幌市のピル建設工事のため

に、運送用大和J車、、ミキサー車等の交通星が年々坪／

える結果朝寝のさまたげを受け 、また乳児の夜泣き

や学童の強勉に対する 支障も大きい。当別町の市街

地の道路は狭〈、大'i:'!車の通れ る道は 1本 しかな〈、

道路と川か平行して走 って おり住宅や学校はそ の道

路に面し て点府している状態な ので、住民が騒音か

ら逃れる事はむずかしく、学校への影響も大きい 。

短期ではあるが町の騒音調査を行な ったので、各位

① 当別町における交通量の増加推移

当別町における道路は、現府 1本の国道と 3本の主

要道路か市街地 を中心として放射線状に のびている 。

一番交通量の多い所で、 昭和34年か ら4固に わた って

交通量の調在を行な ってきたか、 1日の交通醤は、1.3 

伯、 3倍、4.41名と増加してしヽる 。

② 住民の騒音に対するアンケート結果

道路か ら100m以内の範囲に住む人々に騒音の影饗

についてのアンケート調査を行な った結果図 1のよう

であった。即 ち、生活に影粋ありとしたものか97%で、



11

そのうち朝の影製｝か大とするもの40%、社の影開か大

とするもの56%、夜の影開が大とするも の 4%という

結果が出ていた。

③ 時間別交通量

騒音による影開が大とする住民か多かったので 4時

から 19時までの車の交通星の 1時間ごと の推移 をみた

ところ図 2のような結果を得た 。

④ 住宅への影響

朝早〈 ．拠地へ砂利採取の車が入るため、安IIKかさま

たげ られると思われる ので、住宅内で騒音測定を行な

ってみ たが、その結果は、第 1表のとおリである 。

第 1表 住宅内の騒音 （ホーン ）

測定時間 I上限 値I中央値I下 限 値

~ A Mil .IO 60 

47 

51 

41 

42 

騒音// 環境如いの B地域 （相当数の住居と併せて

甜売上に関係深い地域）の枯準は、昼間60ホン以下、

朝夕55ホン以下、夜間50ホン以下とな っており、これ

と比較する と甚準の限界をこえるも のと 名え られる 。

⑤ 連続騒音の調査

大1¥'!車が 3台続い て来ると家の中では67.3ホンを示

し、その音が26.6秒続き、 2台続いて来ると同じ〈 67

.3ホンて、18.4秒続〈 。 1台でも 66ホンで、 17.2秒続

く。 また小朽'!車でも 61.3ホンで、 10.8秒続 くことにな

る の で、•町民の騒音に対する悩みはかなり大きいも の

と名えられる 。図 3を参名にされたい。

⑥ 窓の資材別の防音効果（ホーン）

同一建物内で、同時に窓から50cmの位沼でそれぞれ

の騒音を 測定したところ、第 2表の通リであ った。

第 2表 窓の森材別防音効果 （ホーン ）

上限値 中央値 下限値

木 製 枚 戸 77 67 56 

アルミサ ッンュ 1枚戸 72 64 56 

ァルミサ ッシュ 2枚戸 67 -54 45 

真空 2厭ガラス
66 62 56 アルミサ ・ノ シュ 1枚戸

すなわち、アルミサッシュ 2枚戸 が最も良〈、つし、

で真空 2煎 ガラスアルミサ ッシュ 1枚戸、アルミサ ッ

シュ 1枚戸、木製 1枚戸の順であ った。

⑦ 学校への影響

交通絨のヒーク時には、春夏期は窓を開放しての授

業も多いので、道路沿いの学校でアンケートにより影

押調杏を行 った。道路の一番近い 2階の教室で、騒音

のため頭痛あり 5.8%、先生の話しが聞えないことあ

り11.1°-0、イライラするこ とあ り4.7% という結果が出

た。一番辿い教室では 、ほとんど影評はないようであ

る。

⑧ 学校の教室における騒音比較

道路か ら近い教室、中程度の教室、遠い教室を選ん

で拙l定を行ったところ、遠い教室以外はすべて学校環

境衛生基準値を超えており、下限値でも 50ホンを超え

ている事がわか った。

この学校は平地に建っているが、学校と道とはわず

か10mしか離れておらず、校舎も古〈、しかも信号倅

車の車が、同時にスタートする時は、かなり大きな音

がするので、学習能率には大きな影開かあると巧えら

れる 。

⑨ 生徒の疲労度の測定の一例

前記の学校に ついて 、生徒の疲れ具合を参名までに

調ぺたところ、表 3のようにな って いた。

表 3 フリ ッカーによる疲労度測定の一例

女子 （平均 ）

午前中

37.8 

35.2 

昼

38.5 

39.1 

放課後

37.3 

33.1 

生徒60人を対象に フリ・ノカーを用いて 5回測定し、

その平均値を求めてみた。 フリ ッカー値が、男子か平

均しているのに対して、女子の場合疲労の波が強く現

われているようである。生活態度としてパランスのと

れた食事と共にピタミン Aの補給により体力保持に努

め、規削正しい生活が望ましい。

⑩ 騒音対策

以上の結果から騒音に対する対策として次のような

こと が名え られる 。

a学校や住宅地はなるぺく道路から離して建てるこ

とか望ましい。
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b窓の資材は、アルミサ ・ノ シュ 2枚戸か望ましい。

C防音招の設置や防音用の木直樹などが名えられる 。

d車については、スヒードの規制や時間帯の制約な

どが考えられる 。

e学校については、過疎化して来ている のて、統廃

合を行って、同時に近代建染へのきリ替えか名えられる 。

また春夏期の窓を開放しての授業は、能率の低下か大

きし、ので エアコ｀ー．． .;Tィンョンと防音の併用建築が望

ましし '0

f充分な休養とパランスのとれた食事と共に、体力

保持の立場からヒタミン Aの補給を行い、環境公害を

乗り切る上に欠かせないことと思われる＇

g新パイ パスの建設は、町から大型車の通行量を滅

らすのに役立つであろう 。

終リに当別町教育委員会、当別町学校保健会の方々 、

編集にあた って北海道栄養短大の 田坂重元先生 に種々

御指消を頂いたことに本稿を終るにあたリ厚くお礼 を

述ぺさせていただ〈と共に、この環境調壺か少しでも

人々のために役立つことを心から原Rうも のてある 。

図 l 当別町内 ・自動車道路より 100m以内の住民の騒音に対するアンケート

A、 1 . 騒音・振動によリ生活に影饗あり

2. 騒音により会話か聞きとれない

3. 騒音により脈はくが上昇する

4. だ液の分泌か増加することかありますか

5. 安眠できないことかありますか

6. 電波障害(TV、ラジオ、ステレオ）とその度合

7. 勉強・仕事への影響かありますか

8. 赤ちゃんの夜泣き、病人に対する障害

9. 次の症状はありますか

B、 1. 捩動のひどい時、汗をか〈 事かありますか

2. 尿等の排せつに影響はあ＇）ますか

3. 胃 ．腸の具合か悪い事がありますか

4. 呼吸が苦し〈なる

5. 振動のため安眠できない事かある

6. 精神的にイライラする事がある

図 2
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図 3 各種自動車の連続音長及ぴ連続騒音の調査 (7月2日）

（朝 6時-7時、 車の少ない時の調査）

1 . (道から 4mの家の中、 真空窓一重サ ッシュドア ）

●大即貨物車 3台連 1 2台連 2 

1ムCl 3 

●小n:'!貨物車 2台 4 1 ..l.. n ヽ 5 

●乗用自動車 2台連 6 l台 7 

平均 65.5ホー ン・14.7秒 0 
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貨物車 1 台 ホ E 
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自動車 l 台 卜 G 
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平均 ◎ 
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/7<; 7¥ (75.7) (69.8) 

＜童話〉 ころばぬさきのつえ

きょうは、かるた取り大会です。

ちらちらと雪か舞 ってる校庭い っばいに、みんな

で作った大きなポール紙のか るたが並ぺてあります。

太郎君のは、おじいさんが背を曲げてつえをつい

ている絵に◎と書いたのです。

太郎君は、自分の書いたかるたが、どこに並べて

あるかを知 って いましたから、先生がスピーカーで

「ころばぬさきのつえ」と読みあげたとき、お友だ

ちがあちらこちらでうろうろしているのに、太郎君

は◎のかるたに向 ってま っすぐに駈け出しました。

ところが、 トラ ックの内がわにある煉瓦につまつ'

いてころんでしまいました。太郎君が手やひざの砂

を払 っている間に◎の札は古都ちゃんの手で高〈あ

げられていました。

太郎君は、泣き出しそうな顔をしてスタートのと

（何れも 5回平均の測定値）
（ホーン）

ころへ戻 って きました。

太郎君は、ふと、おじいさんか肝油をのむとき 「こ

ろばぬさきのつえだよ」というのを思い出しました

おじいさんは、

「肝油はな、かせ~ をひいたときや、おなかが痛い

ときに飲む薬とは違 うんだよ。じょうぷなからだ

にするために飲むんたよ 。病気にな らないように

な、ころばぬさき のつえ だよ。」

と、い ったことがあリました。

先生か、かるたを作るとき、 「どれでも 好きな の

を書きなさい」 とお っしゃ ったので太郎君は、大喜

ぴで書しヽたのに………〈やしくて〈やしくてたまり

ませんでした。

太郎君の書いた絵のおじいちゃんか

「ころばぬさき のつえ」

「ころばぬさきのつえ」

と、教えているようにも思われるのでした。

（しげる）
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つ

すすんで考え

くりだす「体力づく り」

岩手県岩手郡雫石町立南畑小学校

教諭 A
P
 

合 木 実

〈児童数と学級数〉

1. はじめに

「主体的創造的体力づく りの指＃はどうあればよい

か。一体操を中心 としてー」の主題のもとに、ややも

すれば挫けがちな私達は児童に支えられながら 5カ年

にわたり取り組み、 6年次のスタートを切ろうとして

しヽる 。

学年 1 2 3 4 5 6 計

男 11 18 ， 10 12 13 73 

女 4 6 11 6 13 ， 49 
計 15 24 20 16 25 22 122 

学級数 1 1 1 1 1 1 6 

く研究の全体構造〉

指
存
計
画
の
作
成

• 発展系統と指西内容の検討

・必要とする指i井時間の検討

・領域別割合と時間配当の検討

・教材配当時数の調整

・運動要因の分析

・指追教材の分析

反省と評価

施
•
各
領
域
の
到
達
度

・
活
動
状
況
の
観
察

診
断
テ
ス
ト

の
実

・
業
間
あ
そ
び

・
実
態
調
査

・
運
動
能
カ

・
体
力

指;q,法の研究

• 発展系統と指蒋内容

・体操内容

・指＃ひん度数と〈み

あわせ

・展開のしかた

• 生活化

• 安全性

・施設・設備・教具の

利用法

・理論

・実技研修
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盛岡市中心部より西へ約20KM、児童の半

数は温泉地に、他の半数は牒村という異 った

成育地を持つ本校児童の構成であるが、体力

には共通した歪を持っていた。 この事は その

原因追求をも含め本校の重点目標の 1つ「体

力づ〈り」に取り組む契機とな った。当然、

この「体力づ〈 り」の中心は教科体育であり

「体育は、身体活動による人間形成を目的と

した教育の営みである。］を基本理念とし 、教

育の全領域の中で「主体性」 「創造性」を考

え、 「学習の主体は児童である。」を大切にし、

8人ひと塊となり、児童を通して の反省の種

を丹念に拾い、児童同志の「助けあい 、みが

きあい、認めあい」の中で「体力つ＇〈り 」 を

求めてきた。

このことは、ひとつ体育科に止どまらず、

道徳や学級指導、児童活動と教育の全領域に

次々と重点が移り、これらを有機的なからみ

合いとして構造的に考えさせられ、児童の全

生活分野の検討にせまられた。

体力診断テスト、運動能カテストは勿論、

平田式体格体力判定、そ して標準学力検査等

も含め、より多く の客観的評価査料を中心に

本校独自の評価を加味し、計画、指＃、反省

評価の〈 I)追し の中で練りに練り、 家庭、 地

域、行政当局の強力な支柱で「体力づ〈り」

を推進して来た。

＜校庭の施設〉

）
 

C
(＿

t
 

2 . 学ぴ方を学ばせる学習

児童は、 「せいい っぱい運動できた授業、技や力を

伸ばして〈れた授業、友だちと仲よ〈学習させて く・れ

＜授業風景〉

• ヽ

ー］冨~--·
~l'lぷ、応:'~バ:•_\~- 笞2

、噴
- ··;:1・~ •ヽ/tc,. —,, .... _..,...-;::i 

た授業、なにか新しく発見させて〈れた授業」がすば

らしい授業だという。 「学習の主体は 児童である 」か

ら、児童に、よろこぴのある、すばらしい学習を与え

ることが出発点である 。一方、望ましい体力を身につ

けさせるぺき適時性と、これに基づく技術開発をも含

めた正確で、洗練された「動きづくり」も重要視すぺ

きである 。

(1)児童や学校の実態にそ 〈した指導計画の立案

(2)きめ細かなポイントとステップをふん だ指#

(3)児童の生活に根ざし、生活に生きる教材づくり

(4)指＃過程の基本牙'!に基づく指導の〈み立てを徹底

し 「ムダのない、ムリのない、ムラのない」 45

分の連続を求め

(1)学習のねらいを具体的に把握させる方法と発問の

しかた。

(2)運動の龍と教材の組み合せの工夫

(3)グループの構成

(4)「考え」 「発見」の場の設定

(5)移動も含めての学習の場の設定

(6)系統的な学習訓練

の構成に慎重を期した。
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身体的刺激を与えることによ って

・体の調和的発達をはかる

〈りかえしくりかえしやる

・筋力や柔軟性を蓑い、それを使い
こなせる体を つ〈る 。

・調愁力を高め自然な動きのできる

体を つく る。

実態では

体力の歪

「ふみ台昇降」がわるい

・「力」と「動き」の可能性

• 他の領域の基礎

・小学校の時期にしっかりと

体操は一

1 . 運動が容易である

2 . 動きに制約がなし、

目的にしたがって

自由に動き を名え

変化をもたせて

3. 体の動きを高める

く指沿案）

0ポール運動の曲に合

わせて一連のセット

体操 をする

てうける

・方法を知る

• 各自工夫して練習

・方法 を話し合う

• 練習

. 1分間にどの〈ら

、ヽできるか

し、つでも

どこでも できる

だれとでも

生活の中で（生活化）

に凡［立
助けあい

みがきあい

認めあい

児童個々 か体育を学習する 中て、自己の体カ ・技能

の現状把据が、生活の 中ての「努力目標」設定の重要

な条件であり、生活の堀 ＇）起しの鍵とな っている 。体

育の学習との結ぴつきの中で、こ れらの「努力目標」

か学級の「横の関係」で、余暇における学年を越えた

り上りを加速し ている 。

「縦の関係」の 中で「助けあい、みがきあい 、認めあ

う」ならば、本物の「体力づく り」に到達できるも の と

確信している 。 これ らの指；井は、構造化 された教育の

全領域で共通理解に立 って指i井して来た。 「学校だよ

リ」 「学級だよ り」 「保健だより 」 「給食だよ り」は

家庭 ・地域 との太いパイプとして「体力づくり」の盛

学校

ポール体操

• 動きのあるもの、 リズムに

あわして
・集団で

3 . くらしに拡がる「体力づくり」

児童の体力 は、教科体育 を核に、全生活分野で培わ

れ、殊に 「あそぴ」は大きな側面を担っている 。 この

「あそぴ」本来の性格を変えないで、積極的な「体力

づく り」に組織だてを工夫している 。三領域外の「業

間あそぴ」も、重要な手だて のひとつである 。

ねらし、として 、

(1)児童の体力の歪を是正し、体力の増強をはかる 。

家庭
, I ,,,, ,=•-~ ' I • -

助け あい みかきあい みとめ あい
・施設を つかっ

ての競技大会

・球技大会

• 鉄枠競技大会

• その他

筐三
塁 I主体的な体力つ'

・健康と体力の増進

・運動技術の開発

・実践的な知性と徳性の育成

・固定した施設をつかって

・自由に
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(2)遊ぴや運動の方法 を理解させ、ふだんの遊ひの内容

を豊富にさせる 。

(3)学校 にある施設や用具を十分活用させる 。

(4)体力を 刷上させるため、自発的に運動する態度と 、

楽し く協力し てあそぷ社会的'ft質を百 てる。

(5)疲労恢復、 気分転換 をはかる 。

(6) 1日の生活の流れに変化 をもたせ、充実感 を味わ

わせる 。

(7)他全な集団活動の育成、 リーダーの養成をする。

又、一方

( l)動 〈• も の 、 音に合わせる動き づく り 。

(2)集団行動の育成

を「ね らし、」とし て 「全校ポール体採」 も実施してし 、

る。

4 . むすぴ

「体有」と「あそぴ」 を中心に 「すすんて名え、つ

〈りだす体力づく り」 を5年間枯みあげて来た。その

結果

(I)児窟の体力か円満な発達をとげている 。

(2)肥悩児、るいそう 児の姿が、次第に消 えて 来てい

る。

(3)(7)そましい 「仲間づく 1)」や道徳付か'fi'って来て

しヽる 。

(4)「ねば り」 と 「根性」

ている。

(5)余暇(l)・:洋用が育ち つつ ある 。

(6)学力が向上し て来た

(7)学校と家庭 ・地域の結 ぴつ きが強固にな って 米た。

以上の現象が、私達の 目に触れるよ うにな ったも の

の、 「私達の育て たイ• ども たちを 見て くださし 混」 とII匈

を眼れ るまでには利遠い感がする。 日々の児童と の触

れあいの総 てを大切にし 、可能性 を丹念に探り 、なお

一府邁進する構 えを持ち続けている 。

「艇中力」が身について米

雪深塚

校

富

る

学

け

の

止

5
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生
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1. はじめに

私の勤務す る札幌市. •J:曙小学校は、百万都市「札幌」(1)

はば中心に位笥し 、大都市にみ られるド ーナ ッツ化現

象で現在は 600人を割る児童数である 。校下は商店と

中小のアパート ・マ ンションを主体 とす る住宅街が混

在、又 、交通菌の 多い道路か縦横に走 っている 。母子

家庭、共慟 き家庭、自営業か多 く、 保護者が児童の健

康状態を掌据できない、保健面ま での躾に手が廻，）か

ねると いった事情もあるか、児童は学力、体位 ともに

全国平均 を上まわり、素直で明かるい。校舎は昭和26

年耐震耐火構造のモデルスクールとして、当時は一応諸

条件完備の学校として新築 されたか、 現在は、至る所

亀裂が出来、日常の安全点検 は欠かせない。

2 . 災害の発生とその防止

ポタンが取れた、ズポンがはこ ろぴた等、 「衣服の

ケガ」 を持ち込む児童、又、傷病を捏造する「保健室

訪問病」の児童等はどこの保健室にも見 られる光景で

あるか、 彼等とのふれあいも又、そ の性格、動向 を知



18

り、保建指;4上の枯盤とすることで、大きな泡味があ

ると思 う。 さて、本校の災杏発生の傾向であるが、以

下図ホし簡単な私なり の名察を加えてみた。

( l)何耀日に多いか （ 多い耀日 Iii(~ )

昭和39年度木火水月金土

昭和49年度木金火水月土

木叫日がト ッ7 であることに変わりない のは 中だるみ

であろうか

(2)何 月に多いか （多い月順）

昭和39年度 695107・・・・・・ 

昭和49年度 695107・・ ・・ .. 

本校の場合 6月に運動会、 9月に記録会がある

(3)時間帯による発生件数

人

150 四 昭和39年度

仁コ昭和49年度

100 

50 

゜

!j. 休 勺．． 

前み ＾ ~ 削

業
二中時間業間 授

業
削 回 体 時

の 育 間

1000人

900人

800人

700人

600人

500人

,,.,,,,,,,,.----------~----

／ 
'ヽ

ヽ

16件

0人

昭和45年

休

み

l r ヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽヽ

（
ク
ラ
プ

泊

動

放
課
後

注目すべきことは双方に相閾関係かみられることであ

る。保健宅で処沼するケガの数が妍 えてきたら 、大き

なケガが発生することを予知し、安全指;4の強化 をは

か らなければ と名える 。

3 . 傷害発生事例

本校に勤務してか らまだ一命にかかわる ようなHふ

に遭遇していないのは、非常に幸いなことであるが、今

後の教訓としてし、かなければな らな ＼、と 名える中湘l」を

2つ記したし 、と 思う 。

発生の時間が午後に移行してきた。必習クラプの発

足で、f1}j宮も増とな ってい る。

(4)学校安全会を適用 したi易害

(f易害発生件数 と比較して）

・・・・・・・・・・・・f紡害発生件数

安全会適用件数

26件 26件 25件 14件

46年 47年 48年 49年

(1)「右眼球腐蝕」 3年男f

給食後の休憩時、被災児は同級の男児 2名と中庭で

遊んでいたが、その 2名がライン引きに使用 する 石灰

をふざけて投げつけたため、それがまともに眼に入り

瞳のま わりに付済した。激痛を訴えるのですぐ水で洗

眼したが、痛みはとま らず 、近所の眼科の診察を受け

たところ、医科大学病院へ行 くよう 指示さ れ、同所で

粕密検在を受けた結果、失明の恐れもある という こと

で、即刻入院、 加療を続けた。以後 3か 月治療を続け

たが、幸い角膜に若干の癒痕と視力の低下という後逍

症は残ったが一応治癒した。最近、マスコミで石灰を

使用している防腐剤を誤 って幼児が浴ぴて 、眼球に火

傷を負 っ たという~~件が取り上げ られているが、石灰

と水は化学変化 をおこすことを知っていれば、このよう

な大事にも至らなか ったことを思い、日頃の研修の必

要性を痛感させられた事例であ った。

(2)「頭部外陽、 外1易性脳浮腫」 4年女子

被 災時は二校時と 三校時の間の休憩時、体育館で蒐

ごっこをしていたが、 他の児童の投げたパスケ ット ポ

ールがそ こへ転 ってきた。

そして 、 走り廻 って いた被災児の左足がポールの 」••

に乗 ってしまい、足をとられて転倒後頭部から先に体

育館床面に強打した 。

児童が 4- 5人胆奮したおももちで私を呼びに来た

ので、急いで行 って みると 、被災児は 、あおむけに倒

れており、全然意識がないので、担架にそ の まま乗せ

脳外科へ直行した。途中 、失禁があり症状の重大さを

心配 したか、徐々に意識が回復、血脈の疑いもまずな

いという ことで、その後20日程度入院した後、全快し

た。偶然のアクシデントではあるが、狭い体育館でポ

ール運動 と鬼ご っこが平行して行なわれるということ

は、又、第二、第三の災害が発生する可能性をはらん
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でいるため、休憩時における体育館の使＼、方が再検討

された

4 . 傷害防止の手だて

本校では、全職員が恰番制で児童の看護にあたり 、

週の始めの朝会時に「目あて 」 を児童に話し、最後の

-i. 耀日 のテレピ朝会時にそれを総括した講話を行な っ

ている 。又、毎月 ー同「戟員全貝石護の日」をもうけ｀

全戟員が休憩時に、校内の要所要所で児童の動きを観

寮、又危険箇所を点検 しその結果をもちょ って、今後

の指祁の参名としている 。

指導体制

11月下旬 に初雪がふり 、 グランドが白銀の世界と化

すと 、児童の活紺の場は限定さ れてしまい、もて余し

たエネルギーを教宰で発散させる結果 になる 。一時、

下降していた1見害件数が、再ぴ上昇してきたことや、

教室内で不注店でおきた医師の処置を必要とするケガ

が最近相ついだことから、この次の月目標は「安全な

くらしをしよう」に決定さ れ、効果をあげるためには、

学校の指jlf.体制がすべて、 その方向に向かって動かなけ

ればならな し、ことが職員会議上で再確認された。本校

の指）＃体制は上図の通りで、安全指;qについ ては学級

揺井委員会が中心とな っている 。以下 、各委U会の泊

動状況を記してみる 。

「安全なくらしをしよう」

①学級指i!f,委H会、戟員全貝石護、校内のき まりにつ

いてテレビ放送 (I廊下歩行等） 校内安全点検 ・総括

②学校行 •j'; 委員会、 お話朝会時の校長による講話、

発表朝会時の児童委員会からの発表、養護教諭によ

るテレビ放送 ((¥/j害発生の時、場合、原因等を図表

で現わしたもの、 又、 どの部分にケガが多いか、人

体の利に切り抜いた画用紙にケガの数だけ● を困き

こんで＼ヽったのは 、大変児背に好評であ った）

③ 児章活動委員会、児章石護 （人のふりみて …式に他

に注：，}：することにより自分の行動を反省させるとい

う効果）、保随委H会、掲,1;委貝会によるボスタ ー

掲示、係活fj)によるその学級独自の活勅（保鮭布来

訪者のランキング'fy)

ー朝ータに効果は期待できないか、学校全体で取り

組んだことの慈：義は大き〈、児育の沿：識が束の間で も

変 ったことを確信している力八束の間の変容で終わら

せない ため には、日頃の指淋の栢み項ねが大切である

と思、う ，

5 . スキー学習時における傷害の発生について

寒さに萎縮することなく、 H1極的に身体をきたえる

と共に技術の習得を目的として、本校では、例年、 三

学期に 2- 3回、全学年を対象に 「ス キー学習」 を実

施している 。近郊のスキー場までの往復にはパスを使

用、白鉗のゲレンデに照りつける太陽に目を細•め、あ

るいはll/Lを刺す寒気にチョッピリ身をふ るわせな がら、

害国の住人であることの楽しさを満喫する半日である

が、悲しいことに例年、負傷者が続出という状態であ

る。

近年スキー場での事故が急増してきたのは一般的な

安全会適用件数

昭和45年-49年

捻 半： 1 0件

庄H 折 4件

靱帯損倦 2件

角膜捐（易 1件

合 計 1 7 f牛

傾向であるか、本校の楊合

も、一見不可抗力に思ぇ

る（易害発生状況にやは1)

社会一般の原因と類似す

るものが潜在しているこ

とに気づく 。格好良さ

が先にたつ初心者には

不向きな装具が小学生

にも目立つ。用具の点検や脚慣 らしに要する充分な時間

は学校の授業では残念ながな取れないのが実情である

ので 、今年度は、冬休みを利用 して「ス キーに慣れるこ

と」を微底指;4-する ことになった。 どの程度の成果が

あらわれるか、今シーズンこそ 、一 人の犠井者も でな

し、こ とを祈リたし '0

6 . おわりに

＋ご もは、行動するなかで成長し て ゆくも のであ り

そこには時として危険が待ち受けてい るが、 子ども「I

身の正しい判断力 が育っていれば、 危険な状況を作 ら

な＼ヽように、又、危険をよけて通ることができると思う 。

学級、学校全体が「沼ち沿いた船団」に変容してゆ

〈 過程で、 j~害も必然的に減少してゆ くと 確信してい

る。
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昭和50年を目途とした栄養基準量と
昭和49年度栄養摂取量の比較

（昭和49年度厚生省発表から作製 ）

（栄養基準量=100)(全国平均 1人 1日当り ）
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